
　
夏
秋
露
地
の
キ
ュ
ウ
リ
産
地
で
は
、
近
年

の
気
象
変
動
で
年
々
作
柄
が
不
安
定
に
な
り
、

以
前
の
よ
う
に
長
期
間
の
安
定
生
産
や
収
穫

量
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
露
地
栽
培
は
天
候
と
害
虫
の
影
響
を

直
接
受
け
る
た
め
、
病
害
虫
の
発
生
リ
ス
ク

は
高
く
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
防
除
が
欠
か
せ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
省
力
栽
培
の
複
合
耐
病
性
品
種

「
Ｖ
ア
ー
チ
」「
Ｖ
シ
ャ
イ
ン
」を
発
表
し
て
き

ま
し
た
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
記
録
的
猛
暑
、

台
風
が
頻
発
す
る
環
境
変
化
の
中
で
も
「
栽

培
後
半
ま
で
草
勢
が
安
定
」「
う
ど
ん
こ
病
、

べ
と
病
、
モ
ザ
イ
ク
病（
Z
Y
M
V
）に
加
え
、

褐か
っ

斑ぱ
ん

病
、黒く

ろ

星ぼ
し

病
、モ
ザ
イ
ク
病（
P
R
S
V
）

に
も
耐
病
性
」
の
品
種
開
発
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
か
ら
３
年
間
の
試
作
を

経
て
収
量
性
、
秀
品
性
、
耐
病
性
、
省
力
性
、

栽
培
安
定
性
に
す
ぐ
れ
た
特
性
を
確
認
し
、

東
北
を
は
じ
め
と
す
る
夏
秋
露
地
の
産
地
で

導
入
が
進
み
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
「
V
シ

ュ
ー
ト
」
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

耐
暑
性
と
抜
群
の
つ
る
も
ち
で
多
収
の
複
合
耐
病
性
品
種

タキイ長野研究農場

馬
ばん

塲
ば

大
だい

悟
ご

「
Vブ

イ

シ
ュ
ー
ト
®」

キュウリ

New

※（ZYMV：ズッキーニ黄斑モザイクウイルス、PRSV：パパイア輪点ウイルス）

冷
涼
地

中
間
地

暖

　地

トンネルポイント
長期間栽培可能
葉が立性の省力草姿
複合耐病性品種

2023 タキイ最前線 春種特集号　17



　
す
べ
て
の
露
地
作
型
や
東
北
地
方
で

導
入
の
多
い
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
で
使
用

可
能
で
す
が
、
栽
培
期
間
が
長
い
作
型

で
最
も
能
力
を
発
揮
す
る
の
で
露
地
早

熟（
５
月
中
旬
）〜
普
通
露
地
（
６
月
下

旬
）
ま
で
の
定
植
が
最
適
作
型
で
す
。

　
有
機
質
に
富
ん
だ
水
は
け
の
よ
い
土

壌
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
水
田
土
や
粘

土
質
な
ど
の
水
は
け
が
悪
い
圃ほ

場
で
は

排
水
対
策
（
暗あ

ん

渠き
ょ

、
明め

い

渠き
ょ

、
高
畝
、
土

壌
改
良
資
材
投
入
）
が
必
要
で
す
。
元

肥
は
10
ａ
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
25
㎏ 

程
度
を
目
安
と
し
、
追
肥
主
体
の
肥
培

管
理
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
定
植
後
か
ら
10
日
程
度
は
、
毎
日
こ

ま
め
に
定
植
苗
の
周
辺
を
十
分
に
潅
水

し
て
活
着
を
促
し
ま
す
。
主
枝
７
〜
10

節
ま
で
の
雌
花
を
除
去
し
、
初
期
の
株

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
株
間
に
よ
っ
て
仕
立
て
は
異
な
り
ま

す
が
、
70
〜
90
㎝ 
の
株
間
の
場
合
は
、

主
枝
＋
側
枝
１
本
利
用
の
２
本
仕
立
て

を
推
奨
し
ま
す
。
株
間
が
１
０
０
㎝ 
を

超
え
る
場
合
は
、
主
枝
＋
側
枝
２
本
利

用
の
３
本
仕
立
て
も
可
能
で
す
。
70
㎝ 

以
下
の
株
間
で
主
枝
１
本
仕
立
て
の
場

合
は
、
中
段
か
ら
強
い
側
枝
を「
力
枝
」

と
し
て
残
し
て
誘
引
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
整
枝
は
腰
よ
り
下
の
節
位
は
１
節
摘

芯
、
上
の
節
位
は
２
節
摘
芯
を
基
本
と

し
、
主
枝
は
手
が
届
く
高
さ
で
遅
れ
な

い
よ
う
に
摘
芯
し
ま
す
。

　
下
位
節
の
孫
枝
ま
で
は
整
枝
が
必
要

で
す
が
、
収
穫
最
盛
期
の
枝
の
摘
み
過

ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
果

実
が
着
果
し
て
い
る
場
合
、
株
へ
の
負

担
が
大
き
い
た
め
、
次
の
枝（
新
芽
）の

展
開
が
停
滞
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
急
激
な
草
勢
低
下
は
不
良
果

の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
収
穫
、

潅
水
、
追
肥
な
ど
草
勢
を
維
持
す
る
こ

と
に
集
中
し
、
収
穫
量
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
か
ら
、
枝
摘
み
、
摘
葉
な
ど
の

管
理
を
進
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１
露
地
早
熟
か
ら

　

普
通
露
地
が
最
適

２
土
づ
く
り
と
肥
培
管
理

３
強
勢
台
木
の「
ス
タ
ー
ク
」で

　

株
づ
く
り

４
１
本
仕
立
て
は「
力
枝
」を

　

利
用
す
る

５
孫
枝
以
降
は
半
放
任
で
管
理

品種特性

栽培ポイント

↑草姿立性で風通しがよく、収穫果が見つけやすい。

↑果長は平均21～22㎝で秀品率が高い。

↑褐斑病にも強い「Vシュート」（９月上旬福島県）

「Vシュート」 他社品種

安定した草勢で
　長期間栽培可能
　葉は濃緑色で側枝も太く、栽培後
半まで草勢が維持できます。主枝雌

め

花率は40％程度（４～５月播種）で
日々の収穫量の山谷が少なく、栽培
後半までスタミナが持続し多収が期
待できます。

秀品率が高く、
　果長が安定
　果皮は濃緑で、果実の長さは21
～22㎝ 前後でよくそろい、短果に
なりにくく、栽培後半まで出荷規
格の長さを維持できます。

褐斑病、黒星病、モザイク病
（PRSV）にも強い複合耐病性
　従来の「Vシリーズ」がもつうどん
こ病、べと病、ウイルスによるモザ
イク病（ZYMV）耐病性に加えて、褐
斑病、黒星病、モザイク病（PRSV）
に複合耐病性です。褐斑病は、感染
拡大のスピードが著しく早く、８月
以降に夏秋露地栽培で問題になる難
防除病害です。黒星病は低温期の降
雨などで広がり葉や茎に感染し、冷
涼地では定植後から防除が必要にな
る病害です。また、パパイア輪点ウ
イルス（PRSV）はアブラムシ媒介で
広がる西日本、九州で発生の多いモ
ザイク病です。

葉が立性の省力草姿
　主茎の葉の大きさは、「Ｖアーチ」
「Ｖシャイン」よりもやや大きめです。
葉柄は立性なので、収穫作業で果実
を容易に見つけることができます。
側枝以降の葉は小さくなるので、栽
培後半は摘葉を中心とした半放任栽
培で管理することが可能です。
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